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研究成果の概要（和文）：本研究は神話を題材とする個々のラテン文学作品を、古代ローマの社会的文脈のなか
で再考しすることを目的とした。その結果として従来考えられていた以上に文学作品が社会的な意義を有してい
たことが明らかとなった。文学作品が社会を導くような視点を有していることに加えて、その語りが神話である
ことによって文化的なけん引力を有していたことを明示した。この研究の成果については、複数の書籍、論文、
学会発表などによってその一部を公開することができた。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to reconsider Latin literary works, which have 
mythological subjects, in the social context of ancient Rome. The results show that poems had more 
social significance than ever thought. In addition to the fact that literary works have a guiding 
perspective on society, the study also showed that their  mythological narratives had cultural 
influences. The results of this research have been made public in part through several books, 
articles and conference presentations.

研究分野：西洋古典学

キーワード： 西洋古典学　オウィディウス　ホラティウス　ウェルギリウス　神話　ローマ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は古代ローマ時代の文学作品が神話であることに注目しながら、その社会的・文化的意義を考察した。多
くの場合ラテン文学と神話あるいは宗教儀礼は別々のものとして考えられている。しかし、両者を切り離せない
関係にあるものとしてとらえながら社会的文脈で再考察することによって、ローマにおける文学理解に新たな視
点を提示することができた。また、このことは広くローマを理解するうえでも重要な意義を有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 ラテン文学作品は、古代ローマにおいて社会を先導するような重要な位置づけにあったと考
えられるが、文学の社会的役割についての研究は一部にとどまっている。また神話が宗教的にも
政治的にも社会や文化に深く根付いていたことは確かであるが、文学作品が神話を題材として
いたことの意義について考察されることは少ない。神話を描く文学が古代ローマ社会において
どのような位置づけにあるかを議論する余地は多分に残されている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、西洋古典文学作品が神話を題材としていることを足掛かりとして、文学および神話
の社会的意義を明らかにすることを目指している。その研究基盤を構築するため、ラテン文学を
代表する作品を社会的文脈との関連のうちに再解釈し、当時の時代背景のもとで作品がどのよ
うな意味を有しているかを解明するとともに、神話（あるいは物語）を社会構造に位置付けよう
とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は研究基盤を構築することを目指しているために、ラテン文学を代表する詩人、すなわ
ちウェルギリウス、ホラティウス、オウィディウスの作品を考察の対象とすることが適切である
と考えられる。そのうえで、以下のような方法を用いる。 
 
 (1) ウェルギリウス、ホラティウス、オウィディウスの各作品を対象に、文献学的理解・作品
理解を深める。またそのような解釈を前提に、作品を社会的文脈に位置付けながら新たな観点を
もちいて理解する。 
 
 (2) 古代ローマにおいて、神話がどのような存在であったかを考察する。とりわけ、対象とす
る各作品に語られる物語が神話であることに着目しながら、その社会的意義を再考することで、
神話や物語を社会構造に位置付ける。 
 
 (3) 本研究の研究対象が広範であることから国内外の研究者と意見交換するなど広い知見を
得る必要がある。また広く古代ローマの文化的側面をとらえるため、イタリアを中心に実地調査
をおこなうとともに資料収集をおこなう。 
 
４．研究成果 
 (1) 2018 年度：研究対象の中心のひとつであるオウィディウス『変身物語』について、文献
学的研究の成果を学会で発表した（オウィディウス『変身物語』第 4 巻 243 行 enectum につい
て）。この成果は『変身物語』のテクストに新たな読みを提示するものであり、古典学研究にお
いて解釈の前提となる重要性を有している。 
 ウェルギリウスに関連する研究としては、その成果を共著の論文集で発表した（「アイネイア
ス ―生き残る運命―」）。これは、ホメロス『イリアス』におけるアイネイアス神話を分析する
ものであり、のちにウェルギリウス『アエネイス』の主題へとつながるものである。文学伝統の
継承という側面とともに、神話の継承と改変という側面から考察することにより、ギリシアから
ローマへの移行およびローマ神話の独自性を理解する糸口となった。 
 文学作品の社会的影響について言語とのかかわりから考察し、その成果を学術雑誌において
発表した（「ギリシア語の方言とラテン語の標準語──共通語・公用語に関する文学の役割──」）。
この成果は古代ローマの公用語であるラテン語が支配地域に広がるときに、文学が一定の役割
を果たしたことを明らかにするものであり、文学の社会的意義の考察に寄与するものである。 
 また古代ローマが版図を広げる際に、神話を用いて異文化との文化的な融合を進めたことを
明らかにし、その成果をシンポジウムで発表した。同様に、地中海世界において人や物の流動性
や社会的観点に対して神話がもたらす影響を分析し、口頭で発表した。これらの成果は本研究の
主眼のひとつである文学・神話・社会の関連性を明らかにすることに寄与した。 
 
 (2) 2019 年度：オウィディウス『変身物語』に関する論考を博士論文として発表した（『オウ
ィディウス『変身物語』における叙事詩の技法 ――物語相互の内的連関と統一性の原理――』）。
本論考では『変身物語』の詳細な作品分析を通じて、作品が叙事詩として書かれていることの意
義を議論した。様々な文学ジャンルのなかで、叙事詩は特に社会的な重要性を問われるものであ
る。本論考はその叙事詩としての側面を積極的に作品解釈に取り入れることで、従来の研究手法
を飛躍的に更新するものとなった。 
 神話を対象とした研究としては、都市にまつわる神話の意義と、物語が誕生する軌跡を検討す
ることで、神話のもつ社会的な機能を明らかにした。この成果は、シンポジウムにおいて口頭発
表した。またヘラクレス神話に焦点をあて、神話が地中海文化を結びつける役割を担っているこ



とを明示し、発表した。 
 
 (3) 2020 年度：文学作品に語られる神話の記述について、実際のローマ社会のなかでおこな
われる祭儀との関連や、考古学的成果との比較から考察し、新たな理解を得た。具体的にはオウ
ィディウスの『変身物語』『祭暦』に語られる神話記述に着目し、ローマ土着の神格であるアン
ナ・ペレンナの神話物語について、文学作品での記述に加えて、社会的・歴史的観点からの検討
し、さらに考古学の調査結果を加えた分析をおこなうことで、物語を多角的に考察した。その成
果の一端を公表した（「アンナ・ペレンナの聖なる泉」）。 
 またウェルギリウス『アエネイス』に語られる神話の社会的な意図について明確にした。そし
て、神話の記述が伝統的な物語の提示のみならず、同時代のローマにとって有効な新たな観点を
示していることを明らかにした（「ギリシアとローマを結びつけるエウアンドロス」）。これらの
成果は古代ローマ社会における文学と神話の一側面を解明するものとなった。 
 またこれまで継続してきた研究の総体として西洋古典学に関する専門書籍を編集（『西洋古典
学のアプローチ―大芝芳弘先生退職記念論集―』）するとともに、同書籍において論文を発表し
た（「物語の連続性と語り手の技巧 ―オウィディウス『変身物語』第 10 巻 86-209 行」）。加え
て、西洋古典文学に関する研究手法を明らかにすることを目的とした研究発表をおこなった。こ
の発表においては古代における歴史学・哲学研究との相互理解を深める結果をもたらした。 
 
 (4) 2021 年度：文学作品に語られる神話記述に着目し、文学的観点、神話的観点を社会的文
脈に位置付けながら論じた。たとえば、ローマにあるボアリオ広場をめぐるエウアンドロスの神
話に着目し、その神話を語るウェルギリウス『アエネイス』の叙事詩を分析した。このローマ建
国の叙事詩のなかではエウアンドロスの神話がローマとギリシアの文化的融合を意図的に描き
出すことによって社会的な意義を有する観点を提示するとともに、その要素が現実的な人々の
生活に影響を与えていたことを明らかにした。このような成果の一端はエッセイ（「サンタ・マ
リア・イン・コスメディン教会とフォーロ・ボアリオ」）や書籍（『おそまつなギリシャ神話事件
簿』）を通じて広く一般に還元された。 
 またホラティウスの代表作品である『カルミナ』の分析を通じて、ラテン文学作品の社会に対
する姿勢を明らかにするとともに、作品の社会的意義を明示した。この成果は学会で口頭発表す
るとともに、論文として公表した（「ホラティウス『カルミナ』1.1 におけるプリアメル：lyricus 
vates の視座」）。 
 
 本研究の期間全体を通じて、ラテン文学を代表する詩人たちの作品を社会的文脈のなかで再
考し、詩人が神話という題材をもちいて、当時の時代背景のもとで社会を導くような作品を提示
していた様相の一端を解明することができた。本研究の成果や今後の発展について、いくつかの
研究会や学会で意見交換をすることができたとともに、諸外国の研究者との交流を通じて新た
な知見を得ることができた。 
 本研究によって得られた成果については複数の論文や口頭で発表するとともに、研究論文集
の編著の活動を通じて公表した。また精力的に市民講座や講演会をおこなうとともに、一般書の
監修（『ペルセウスの冒険』）や寄稿（『はじまり見える世界の神話』）することを通じて、学術的
な成果を広く社会に還元する活動をおこなうことができた。 
 文学および神話が有する社会的な機能の解明については、さらなる深化を必要とするもので
はあるが、本研究はその研究の基礎に深く寄与することができた。 
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